
（公社）日本スカッシュ協会定時社員総会報告 

 

                   公益社団法人日本スカッシュ協会 

 

  平成 29年 6月 11日に国立スポーツ科学センター会議室にて開催されまし

た「公益社団法人日本スカッシュ協会 平成 29 年度定時社員総会」におき

まして、下記の議事が検討されましたのでご報告致します。 

 

 

  議事 ：   1、平成 28 年度事業報告並びに財務諸表⇒承認 

 

 

報告事項：  1、平成 28年度スカッシュ応援募金活動報告 

2、平成 29年度事業計画並びに予算の報告 

3、平成 29 年度役員、正会員、顧問、運営委員、大会・委員会

担当者報告 

4、スカッシュコート購入について前向きに検討する事を 

  理事会にて承認 

             

 

  



平成 28 年度 事業報告     
公益社団法人日本スカッシュ協会 

 

（1）スカッシュ競技の普及に関する事業 

① スカッシュデー・スカッシュウィークの実施 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
主管：全国のスポーツクラブ及び地区支部等 
日程：＜スカッシュデー＞平成 29 年 2 月 11 日 

＜スカッシュウィーク＞平成 29 年 2 月 4 日～14 日 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート等 
目的：スカッシュの楽しさをより多くの方々に体験して頂きスカッシュの 
   一層の普及を目的とする。 
対象：一般の方、どなたでも。 
参加人数：20 団体、1,793 名 
内容：スカッシュ体験会、大会、ヒッティングパートナー、コーチング、 
   スカッシュビンゴ、的当てゲーム、レンタル無料デーなど、 
   ＜特別企画＞スカッシュを愛好するヤングエグゼクティブの紹介 

② 広報活動 
イ） 広報機関誌＜ＳＱＵＡＳＨ＞の発行（年 2 回） 

Vol．79 （夏の号）8 月 20 日発行 
Vol．80 （冬の号）平成 29 年 2 月 20 日発行 

ロ） 協会ホームページのリニューアル準備及び運営 
ハ） 体育協会記者クラブ等マスコミへのプレスリリース等情報発信 

③ 大会等のスポンサー対策及び年間協賛の増進 
④ 環境対策委員会にて JSA エコプロジェクトを推進する 

引き続きスカッシュの大会等におけるゴミの分別、マイカップ持参によるエコ 
活動及び環境ポスターの掲示を全国的に推進した。 

⑤ エアースカッシュを活用した全国キャラバンを実施 
昨年に引き続き、全国のスポーツイベントやホテル等のイベントでエアー 
スカッシュ体験会を実施。大変好評でスカッシュ普及に貢献している。 

   

（2）スカッシュ競技の競技力の向上に関する事業 

 
① スカッシュの普及と競技力向上に関する事業と「スカッシュ応援募金」活動 

目的：海外大会でメダルが取れる選手の育成強化と普及を目的とする。 
対象：選手強化活動とコーチ養成の活動及び新たなジュニア選手の発掘育成を 

対象とする。 
内容： 
イ） ナショナル強化プロジェクトチームによる JSA 強化指定選手の競技力 

向上と、次世代選手の発掘育成強化 
ロ） 協会ＨＰや全国地区支部、協会の大会等に於けるスカッシュ応援募金活動 

 
 



 
  ② ナショナルスカッシュ強化練習会及び合宿の開催 

イ）ナショナルトレーニング 対象：ジュニア各強化指定選手 

   主催：（公社）日本スカッシュ協会 

   会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 

   ◆日程：4月 24日 参加人数：4名 

    ◆日程：5月 29日 参加人数：6名 

        ◆日程：6月 26日 参加人数：7名 

             ◆日程：8月 28日 参加人数：5名 

    ◆日程：9月 25日 参加人数：9名 

   ◆日程：10月 23日 参加人数：5名 

   ◆日程：11月 27日 参加人数：7名 

   ◆日程：12月 25日 参加人数：10名 

   ◆日程：平成 29年 1月 29日 参加人数：5名 

   ◆日程：平成 29年 2月 19日 参加人数：3名 

ロ）夏休みジュニアイベント 

◆ジュニアスカウトセレクション練習会  

   日程：7月 29日 

   会場：スカッシュマジックアカデミ- 

   目的：ジュニアのＵ15以下の世代をターゲットにタレント選手発掘 

   参加：16名（3名選出） 

◆ジュニアサマーキャンプ 

日程:8月 30日・31日 

   会場：スカッシュマジックアカデミ- 

   参加：30日 U11・U13の強化指定及び強化指定候補選手と 

ジュニアスカウト対象選手 4名 

      31日Ｕ15＆17の強化指定及び強化指定候補選手と 

ジュニアスカウト対象選手 7名 

ハ）平成 28 年度西日本ジュニア強化合宿 
    主催：（公社）日本スカッシュ協会 
    主管：日本スカッシュ協会 中国四国支部 
    日程：11 月 5 日・6 日 
    会場：マスカットスタジアム内スカッシュコート 
    コーチ：佐野、アシスタント：郡司、現地担当：芦谷 

        参加：7名（強化指定選手 1名、ジュニアスカウト対象選手 4名、 

           オープン練習会参加 2名） 

       ◆ジュニアスカウトセレクション in 西日本 

    日程：11月 5日 

     会場：マスカットスタジアム内スカッシュコート 
   目的：ジュニアのＵ15以下の世代をターゲットにタレント選手発掘 

   参加：4名（4名選出） 

 

ニ）平成 28 年度ジュニアウインターキャンプ 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：平成 29 年 1 月 7 日・8 日 
   会場：スカッシュマジックアカデミー 



       コーチ：佐野 参加人数：8 名 
        

ホ）ナショナル強化委合宿・春 
   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：シニア・学生選抜/平成 29 年 3 月 29 日～31 日 

ジュニア/平成 29 年 3 月 30 日～4 月 1 日 
   会場：サンセットブリーズ保田 

       コーチ：佐野、松本、菊池、特別コーチ：Aaron Soyza(マレーシア) 
           講師：神子 

 参加人数：28 名 
 
ト）平成 28 年度ＪＳＡジュニアスカウトセレクション・春 

   主催：（公社）日本スカッシュ協会 
   日程：平成 29 年 3 月 30 日 
   会場：ヨコハマスカッシュスタジアムＳＱ－ＣＵＢＥ 

       参加人数：12 名 ＪＳＡジュニアスカウト対象選手：5 名選出 
        
 

② JSA 公認スカッシュコーチ特別認定講習会＆試験の開催 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程：平成 28 年 4 月 29 日 
会場：スカッシュマジックアカデミー 
目的： オーストラリアレベル 1 がオーストラリア国内だけのものとなってしまう

為、特別講習会及び試験を受講する事により日本スカッシュ協会のレベル 1
コーチに認定する 2 回目。 

受講人数：9 名  
 

③ JＳＡ公認審判講習会と認定試験の開催・支援と公認＜2 級・3 級＞ 
主催：（公社）日本スカッシュ協会及び全国の地区都道府県支部 
日程：全国にて年 11 回 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート又は地域公共施設 
目的：レフリー・マーカーの正しい知識を習得し、スカッシュ審判の一層の 

   技術向上を目的とする。 
対象：3 級—スカッシュの競技歴が 1 年以上と認められる者等。 

2 級—スカッシュの競技歴が 3 年以上と認められる者等。 
参加人数：別表参照 
内容：講習会にて、正しいルールやレフリー・マーカーのあり方、正しいジャッジ

（判断）の進め方、トラブルの対処方法、観客や試合のコントロールに

ついて学び、筆記試験と実技（DVD）試験の点数により認定の合否が

決められる。 
 
 
 
 
 
 



 
 

日程 

 

会場 

 

主催 

 

受

講

者
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受験者

数 

受験結果  

備考 2 級 

合格 

3 級 

合格 

4 級

合格 

追試 

6 月 26 日 横浜市瀬谷区公会堂 神奈川 20 15 1 2  10  

7 月 3 日 広島市 

佐伯区民文化センター 

中国四国 12 14   5  6  

8 月 28 日 杉並区 

西荻地域区民センター 

東京都 17 12  2  5  

10 月 2 日 杜のホールはしもと 神奈川 10 10  2  2  

10 月 23 日 宮城トヨタ自動車 東北 6 6  1  3  

11 月 13 日 セントラル 

ウェルネスクラブ札幌 

北海道 9 9   2  5  

12 月 18 日 宮城トヨタ自動車 東北 25 10  5  2  

1 月 15 日 西宮大学交流センター 関西 26 24  1  9  

2 月 19 日 ウエスタ川越 四県 26 20   1    15  

2 月 19 日 

3 月 18 日 

4 月 23 日 

 

西宮大学交流センター 

関西 46 33 

（14） 

（9） 

  

（1） 

（3） 

  

（9） 

（5） 

 

2 月 26 日 浜松こども館 静岡 

 

13 11  4  4  

  計 210 154 1 29  75  

 

 
 

（3） スカッシュ競技の競技大会に関する事業 

① 協会主催の競技大会  
 

イ) 第 27 回全日本アンダー23 スカッシュ選手権大会 
日程：6 月 4 日 5 日 
会場：さいたまスカッシュスタジアムＳＱ-ＣＵＢＥ 
目的：日本のトッププレイヤーを目指す若いプレイヤーの育成強化を目的と 
   する。 
対象：23 歳未満の男女 
参加人数：99 名 
内容：トーナメント制 
結果：男子優勝：海道泰喜（順天堂大学） 
    準優勝：林 尚輝（専修大学） 
   女子優勝：杉本梨沙（順天堂大学） 
    準優勝：丸茂珠樹（中国四国支部）     



 
ロ) 第 30 回ジャパンジュニアオープンスカッシュ選手権大会 

＜ワールドジュニアサーキット(WSF) ＞ 
＜アジアジュニアスーパーシリーズ(ASF)＞ 
日程：8 月 17 日～20 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：海外のジュニア選手の参加により、日本の選手との交流と技術向上を 
   目的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手 
参加人数：約 221 名 
内容：トーナメント制 
結果：男子アンダー19 優勝：Yat Long LAW(HONG KONG) 
                      準優勝：園部大和（First Wave） 
      女子アンダー19 優勝：渡邉聡美（メッドサポートシステムズ） 
            準優勝：Marina STEFANONI(USA) 
 

ハ) 第 22 回マスターズカーニバル 
日程：10 月 9 日・10 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：マスターズの年代のスカッシュ愛好家による親睦を図り、スカッシュの

試合を通じた楽しい仲間作りを目的とする。 
   又、5 年後の「2021 年関西ワールドマスターズゲームズ」を視野に入れ、 
   現状のマスターズの勢いを衰えさせずに、2021年に臨める体制を整える。 

対象：男女オーバー30、40、50、60（初心者～ベテラン） 
参加人数：127 名、トリオマッチ 22 組 
内容：トーナメント及びリーグ制 
 
                                                                                                          

ニ) 文部科学大臣杯争奪第 45 回全日本スカッシュ選手権大会 
＜平成 28 年度スポーツ振興基金助成＞ 
日程：11 月 17 日〜20 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE  
目的：全国で開催された公認大会において上位の成績を収めた選手達により、

日本チャンピオンの座を競う国内最高峰の大会。日本全国のトップ選手

の交流と一層の技術向上を目的とする。 
対象：全国の公認大会における上位入賞者で、日本国籍を有する者、及び男女

マスターズ 
参加人数：約 235 名（選手権男子 92 名、選手権女子 77 名、マスターズ 66 名） 
結果：選手権男子優勝：机龍之介（順天堂大学）＜3 連覇＞ 
   選手権女子優勝：小林海咲（メッドサポートシステムズ）＜8 連覇＞ 

 
ホ）第 1 回ＪＳＡウインターチャレンジカップ 
  日程：平成 28 年 12 月 29 日・30 日 
  会場：サンセットブリーズ保田 
  目的：日本のジュニア層の一層の拡大の為、新設された大会。 
     アットホームな雰囲気の中真剣な戦いが繰り広げられて盛り上がった。 



  参加人数：36 名 
 

へ）JOC ジュニアオリンピックカップ第 21 回全日本ジュニアスカッシュ選手権 
  大会  

日程：平成 29 年 3 月 26 日～29 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：日本のジュニア選手で年代別ジュニアチャンピオンを競う大会であり、

交流と技術向上を目的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手で、日本国籍を有する者 
参加人数：161 名 
内容：トーナメント制 
結果：男子アンダー19 優勝：大段 凜太郎（セントラル広島） 
            準優勝：園部 大和（First Wave） 
      女子アンダー19 優勝：渡邉 聡美（メッドサポートシステムズ） 
            準優勝：中平 百香（広島山陽女学園高等部） 

  ②協会承認大会 
     ◆鋸南クロススポーツクラブジュニアオープン 
       日程：11 月５日・6 日 
       会場：サンセットブリーズ保田 
       種目：男子Ｕ11、Ｕ13、Ｕ19、女子Ｕ15 
 
  ③協会後援大会 
     ◆第 3 回全日本学連交流大会 
       日程：10 月 29 日 
       会場：埼玉スカッシュスタジアムＳＱ－ＣＵＢＥ 
 

 
④海外日本代表派遣 

 
 イ）第 18 回アジアスカッシュ団体選手権大会  

日程：5 月 9 日～16 日 
開催地：台湾（台北市） 
種目：団体戦 
結果：男女共銅メダル獲得！（男子の銅メダルは史上最高位） 
   男子（参加 14 カ国）1 位パキスタン、2 位香港、3 位日本、3 位インド 
   女子（参加 7 カ国）1 位マレーシア、2 位インド、3 位日本、3 位香港 

 
ロ）第 11 回東アジアスカッシュ選手権 

日程：7 月 1 日～3 日 
開催地：マカオ 
種目：男女混合団体戦      
結果：日本チーム銀メダル獲得！ 

（参加 6 カ国）1 位香港、2 位日本、3 位韓国、4 位中国、 
5 位マカオ、6 位台湾   

         
ハ）香港ジュニアオープン 2016 



日程：7 月 27 日～31 日 
開催地：香港 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11 
主な結果：机龍之介 Ｕ19 男子優勝！ 
     渡邉聡美 Ｕ19 女子優勝！ 
    

ニ）世界ジュニアスカッシュ選手権大会・個人戦  
日程：8 月 4 日～13 日 
開催地：ポーランド・ビエルスコビャワ 
種目：男女個人戦 
主な結果：机龍之介 ベスト 8 
     渡邉聡美 10 位 
    

    
 ホ）ＰＢＡ第 14 回ペナンジュニアオープン 2016 

日程：8 月 22 日～27 日 
開催地：マレーシア 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11 
主な結果：渡邉聡美 Ｕ19 優勝 

 
へ）世界学生選手権 
  日程：9 月 5 日～11 日 
  開催地：マレーシア・クアラルンプール 
  種目：個人戦・団体戦 
  結果：（参加 20 カ国）団体戦・銅メダル獲得！ 
 

ト）第 23 回アジアジュニア個人選手権 
日程：9 月 20 日～25 日 
開催地：マレーシア  
種目：男女アンダー19,17,15,13,11 
主な結果：渡邉聡美 Ｕ19 準優勝  

 
チ）ＷＳＦ女子世界団体スカッシュ選手権大会 2016  

日程：11 月 28 日〜12 月 3 日 
開催地：フランス/パリ 
種目：女子団体戦 
結果：日本チーム 11 位（過去最高位獲得） 
 

リ）第 18 回アジアジュニア選手権団体戦 
   日程：平成 29 年 2 月 1 日～5 日 
   開催地：香港 
   種目：男女団体戦 
   結果：男子 10 位、女子 3 位（女子は史上最高記録） 

 
⑤主な海外派遣承認大会（個人参加含） 

 



イ) シンガポールジュニアオープン 
日程：11 月 30 日～ 
開催地：シンガポール 
主な結果：渡邉安佑美 Ｕ15 3 位 

 
ロ) ＵＳジュニアオープン 

日程：12 月 17 日～20 日 
開催地：アメリカ 
主な結果：渡邉聡美 Ｕ19 優勝（2013 年～Ｕ15、Ｕ17、Ｕ19 は 2 年連続、 
          4 年連続優勝） 
 

 ☆渡邉聡美選手、平成 28 年 11 月ジュニア世界ランキング 1 位！ 
 

⑥国際大会の日本開催に向けての資金及び情報の収集 
目的：国際大会の開催により海外選手と対戦する機会を作り日本選手の技術の

向上を図る。又、間近で海外トップ選手のプレイを観戦する機会を作り、

より多くの人々にスカッシュへの関心を高めてもらい一層の普及を 
    図る。 
計画： 2018 年東アジアスカッシュ選手権や 2021 年関西ワールドマスターズ

ゲームズ等の国際大会の日本開催、そして 2020 年東京オリンピック

公開競技（名称「スポーツ・ラボ」）実施の可能性に向けて準備。 
 

（4）その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業 

① アジア競技大会に向けてのロビー活動及び選手強化活動 
目的：2018 年のアジア競技大会では、より多くの日本人選手が出場でるよう

に努力し、メダル獲得に向けて選手強化を一層充実させた。 
   又、2026 年愛知・名古屋開催のアジア競技大会に向けての情報収集を 
   行った。 
対象：男女ナショナルチーム 
種目：男女シングル戦、団体戦（ダブルスの可能性あり） 
内容：選手強化の為の合宿を集中して行った。 
 

② オリンピック競技大会でのスカッシュ実現の為の推進活動 
目的：スカッシュの普及発展の為、2020 年オリンピックの実験的競技 
   （スポーツ・ラボ）入り及び 2024 年正式競技入りを積極的に推進。 
内容：WSF（世界スカッシュ連盟）との連携により、IOC（国際オリンピック

委員会）並びに 2020 年東京オリンピック組織委員会へ実験的競技 
   （スポーツ・ラボ）の実現及び 2024 年オリンピック正式競技に向けて

の準備。 
  

③ ドーピング検査及びドーピング防止啓蒙活動 
＜平成 28 年スポーツ振興くじ助成＞ 
内容：（公財）日本ドーピング機構に加盟して、競技会検査及びドーピング防

止の為の啓蒙活動を積極的に行った。競技会検査は 28 年 11 月の全日本

スカッシュ選手権大会にて実施。啓蒙活動（アウトリーチ）は全日本学



生個人戦の会場にて実施。 
 

④ 会員募集事業と公認事業制度の運用 
内容：＊個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロード運

用の「スポーツエントリー」を利用して利便性を図った。但し、平成

23 年度より大会参加に関しての「スポーツエントリー」の利用は、主

催者の判断に委ねている。 
   ＊世界スカッシュ連盟（WSF）の規格に基づいて、コート及びボールの

公認を行いスカッシュ競技の安全性や統一を図った。 
＊公認大会の運用（要項、ドロー、結果の確認及び公認）やランキング

等の発表を行い、公認大会の規定等全国統一とレベルアップを図った。 
 平成 26 年度より、ジュニアランキングも施行している。 
 

⑤ 世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、東アジアスカッシュ連盟、各国

協会、国際プレーヤーズ協会等海外との連絡調整 
目的：海外の情報収集及び国内情報の発信及び海外との協力体制で積極的な活

動を行う。 
 

⑥ 全日本学生連盟との連携、強化 
目的：引き続き学生連盟の所属選手も個人登録とし、協会機関誌を個別に発送

する事により情報を一層密に伝達する。又、大会等における協力体制を

強化した。 
 

⑦ 「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」建設に向

けた資金及び情報の収集 
目的：スカッシュ人口増大の為には、協会保有のスカッシュコートを建設して

の普及活動が不可欠。又、集中的な選手強化の為にもスカッシュコート

を含むトレーニングセンターの建設が必要。国や自治体の協力を得て

「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」の
建設を目指し、資金と情報の収集に努力する。 

計画：今後建設予定の施設等へのスカッシュコート設置の情報収集を積極的に

行った。 
    ⑧体育協会加盟に向けての活動 
      目的：スカッシュの更なる普及を目指して、全国各支部体制を強化し各都道

府県及び市の体育協会への加盟実現に向けて準備をした。（岩手県支部

の設立、北海道、川崎市等準備中） 
 

⑨公益法人としての活動の強化 
目的：公益社団法人としての適正な活動を行い、スカッシュの一層の全国的普

及振興に努力した。 



平成 28 年度会員数＆公認数 

＜個人会員＞ 
（）は前年 

会員種別 人数 

正会員 34 名（34 名） 

プロ選手会員 36 名 （39 名） 

個人選手会員 658 名（680 名） 

ジュニア会員 221 名（234 名） 

一般会員 218 名（192 名） 

個人後援会員 4 名（3 名） 

学連会員 937 名（937 名） 

個人会員総計名 2,108 名 
(2,119 名/) 

 

 
＜団体会員＞ 
（）は前年 

会員種別 団体数 

団体会員 100（100） 

準団体会員 24（26） 

クラブチーム会員 16（17） 

  
 

 

 

 

〈個人会員と一般会員の支部別内訳〉（）は前年 

      

支部名 個人選手会員 一般会員 

北海道 41 (49）  15(6) 

東北 60 (65)  19 (17） 

関東 348(366) 98 (81) 

中部 47 (47)  29 (29） 

 関西 81(79) 31(33） 

中国四国  46 (42) 19(23) 

九州 35 (32)  7 (7） 

 

 

＜平成 28 年度公認件数＞ 
 コート公認数    2 件 
 大会公認数(協会主催大会を除く) 52 大会 （オープン 34 Ｕ23 2、 
     マスターズ 1、地区支部クローズ 7、 
     県支部クローズ 5、学連 5) 
 ボール公認数    1 件 
 コーチ公認更新数   19 件 
 レフリー公認更新数   69 件 

（2017.3.31.） 







































（寄付補助金） （参加費等）

　　　　　

96,009

2,535,000

ＪＯＣ選手強化事業　　　　　　　

※表1 5,332,000

選手強化委員会（シニア） 0 43,032 579,355 強化合宿、・交通費・他

選手強化委員会（ジュニア） 0 331,799 509,695
ジュニア合宿・西日本合宿・海外ジュニア・
他

ミズノ助成金 1,000,000 1,306,630
ジュニアセレクション・ジュニア遠征補助金・
他

8,963,009

総収入 総支出 差引差額

-472,873

0

総計
11,962,044 12,434,917

ＪＯＣ強化交付金 0 0

2,624,204 10,039,237

一昨年度から新たに「スカッシュ応援募金」としてスタート致しました（公社）日本スカッシュ協会のアクショ
ンプラン活動等にご支援ご協力を賜り厚く御礼申し上げます。ここに、平成28年度の主な関連活動内容を
ご報告致します。平成27年度に引き続き、ＪＯＣやミズノ様からの助成金等がありましたが28年度は活発な
活動により赤字となりました。しかし、海外ジュニア大会で優勝や準優勝と活動成果を挙げる事が出来た
年でもありました。今後自国開催のオリンピックに向け、非オリンピック競技の選手強化助成金減額が見
込まれますが、将来のオリンピック競技入りを見据えた選手の育成強化と、コーチ力の向上事業を変わら
ず進めて頂きたいと思います。ここ数年の結果に勝る結果につながる活動が継続でるよう、より一層のご
支援ご協力を賜りますように切にお願い申し上げます。

平成28年度スカッシュ応援募金活動等報告　　　公益社団法人日本スカッシュ協会　選手強化委員会

計 2,999,035 12,434,917

アジアＪｒ＋Ｓｒ団体、東アジア選手権、世界
Ｊｒ、ペナン・香港・合宿・ブリティッシュ等

項目
収入

支出 備考

スカッシュ応援募金 0



項目 渡航費 滞在費 交通費 謝金 借損料 雑役務費 保険代 　その他　　 対象外＊ 計

　アジア選手権

　　　　　　　団体戦

東アジア

　　　　　選手権

　香港ジュニア

　　　　　オープン

　世界ジュニア

　　　　選手権

　ペナンジュニア

　　　　　オープン

アジアジュニア

　　　　　選手権

世界女子選手権

　　　　　　団体戦

アジアジュニア選手権

　　　　　　団体戦

強化合宿・春 120,061 0 244,408 160,000 152,520 18,080 0 0 31,512 726,581

計 10,039,237

32,090 0 1,517 1,287,193

表１JOC委託事業　（対象経費の2/3がＪＯＣ補助。残1/3と対象外経費がＪＳＡ負担。但しＪＯＣ補助金上限あり）

11,520 0 115,195 473,311

18,944

23,660 0 758,897 1,500,336

140,020 151,712

＜内、ＪＯＣ委託金　5,332,000円＞

25,380 0 0 1,507,549

507,793 636,467 9,098 90,000 0 10,228

662,220 654,625 11,380 135,000 0

4,000 50,000 0 864

10,1409,796 82,103 871 888,746

284,885 266,238 25,360 140,000 0 1,296

584,396 134,560 6,880 60,000 0

16,310 0 2,762 568,726

220,550 353,181 16,513 120,000 0 1,296 24,640 0 1,113,056 1,849,236

36,360 0 24,212 1,237,559

496,150 5,000 17,208 30,000 0 1,296

494,351 500,908 21,200 150,000 0 10,528



平成 29 年度 事業計画 
公益社団法人日本スカッシュ協会 

 

（1）スカッシュ競技の普及に関する事業 

① スカッシュデー・スカッシュウィークの実施 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
主管：全国のスポーツクラブ及び地区支部等 
日程：＜スカッシュデー＞平成 30 年 2 月 11 日 

＜スカッシュウィーク＞平成 30 年 2 月 4 日～19 日（予定） 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート等 
目的：スカッシュの楽しさをより多くの方々に体験して頂きスカッシュの一層の普

及を目的とする。 
対象：一般の方、どなたでも。 
参加予定人数：約 2,000 名 
内容：スカッシュ体験会、試打会、ヒッティングパートナー、コーチング、レンタ

ル無料デー、スカッシュ大会、3/4 ゲーム大会等 
   ※今後はチーム戦・団体戦を企画予定 

② 広報活動 
イ） 広報機関誌＜ＳＱＵＡＳＨ＞の発行（年 2 回を予定） 

Vol．81 （夏の号）7 月発行予定 
Vol．82 （冬の号）平成 30 年 2 月発行予定 

ロ） 協会ホームページのリニューアル及び運営 
ハ） 体育協会記者クラブ等マスコミへのプレスリリース等情報発信 

③ 大会等のスポンサー対策及び年間協賛の増進 
④ 環境対策委員会にて JSA エコプロジェクトを推進する 

引き続きスカッシュの大会等におけるゴミの分別、マイカップ持参によるエコ活動

及び環境ポスターの掲示を全国的に推進していく。 
⑤ エアースカッシュを活用した全国キャラバンを実施 

一昨年より全国 12 か所以上で 1,000 名を超える参加者に体験して頂いたエアース

カッシュイベントを引き続き継続して積極的に実施していく。 
※今後は屋外にての実施も可能にしていきたい。 

 

（2）スカッシュ競技の競技力の向上に関する事業 

 
① スカッシュの競技力向上に関する事業と「スカッシュ応援募金」活動 

目的：海外大会でメダルが取れる選手の育成強化を目的とする。 
対象：選手強化活動とコーチ養成の活動及び新たなジュニア選手の発掘育成を 

対象とする。 
内容： 
イ） ナショナル強化プロジェクトチームによるJSA強化指定選手の競技力向上 

と次世代選手の発掘育成強化。＜ジュニアスカウトセレクション＞の実施 
ロ） 協会ＨＰや全国地区支部、協会の大会等に於けるスカッシュ応援募金活動 

 



② JSA 公認レベルＴ（普及トレーナー）及びレベル 1・2（コーチ）認定講習会と認

定試験の開催 （ＷＳＦ及びＡＳＦのコーチシステムとの連動を図る） 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程：年 1〜3 回開催予定 
会場：スカッシュマジックアカデミー、他 
目的：スカッシュの正しい知識と指導法を体得し、スカッシュの一層の技術向上を 
     図る。 

対象：レベルＴ—スカッシュの初心者レベルでのグループ作り等のサポートが出

来る方 
レベル 1—一般的なクラブプレイヤーをコーチングする指導者。 
レベル 2＿各都道府県や地区を代表出来るレベルのプレーヤーをコーチ、 
    訓練するインストラクター 

参加予定人数：各回 10 名前後を予定 
内容：レベルＴ---基本知識と基本ショットの正しいストローク方法、レフリー・ 

マーカーの基本知識等。 
レベル 1---全ての基本ショットの正しいストローク方法やフィーディン

グ（球出し）方法、マンツーマン＆グループコーチング、試合開

催の組織作り、基本戦術とルール、レフリー・マーカーの知識等 
レベル 2----レベル 1 より上級での全ショットとフィーディング方法を総

括。スポーツ科学、スポーツ医学、基本的体力テスト、技能テス

トを含む。より高度な戦術とゲーム分析、又、トレーニングプロ

グラムの組み替えや作成等の講義と実習 
 

③ （公社）日本スカッシュ協会コーチングワークショップの開催 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程：年 1～3 回開催 
会場：スカッシュマジックアカデミー、他（東日本及び西日本を予定） 
目的：選手育成にプラスになる情報を共有し、地域内クラブ内のコーチ間の指 

導力のレベル差を埋めると同時に、国内のコーチング全体のレベルアップ

を目指す。     
対象：ＪＳＡ公認レベル 1 コーチ 
   ＪＳＡ公認スカッシュ普及トレーナー（レベルＴ） 
   ＪＳＡ強化指定選手・強化指定候補選手・スカウト対象選手の指導者 
   ＪＳＡ強化指定選手・強化指定候補選手・スカウト対象選手のご父兄の方 
参加予定人数：30 名前後を予定 
  

④JＳＡ公認審判講習会と認定試験の開催・支援と公認＜2 級・3 級・4 級＞ 
主催：（公社）日本スカッシュ協会及び全国の地区都道府県支部 
日程：全国にて年 10 回程度開催予定 
会場：全国のスポーツクラブのスカッシュコート又は地域公共施設 
目的：レフリー・マーカーの正しい知識を習得し、スカッシュ審判の一層の 

   技術向上を目的とする。 
対象：4 級—一般、ジュニア等のスカッシュ経験が浅い者等。 

3 級—スカッシュの競技歴が 1 年以上と認められる者等。 
2 級—スカッシュの競技歴が 3 年以上と認められる者等。 

参加予定人数：各回 10～30 名前後を予定 



内容：講習会にて、正しいルールやレフリー・マーカーのあり方、正しいジャッジ

（判断）の進め方、トラブルの対処方法、観客や試合のコントロールに

ついて学び、筆記試験と実技（DVD）試験の点数により認定の合否が

決められる。 
 

⑤ナショナルスカッシュ強化練習会及び合宿の開催 
主催：（公社）日本スカッシュ協会 
日程： ＜ナショナルトレーニング＞月 1 回程度年間を通して実施予定 
   ＜ＪＳＡ強化合宿＞平成 29 年 12 月と平成 30 年 3 月に実施予定 

＜西日本ジュニア強化合宿＞10 月頃に実施予定 
＜ジュニアキャンプ＞夏と冬に開催予定 

会場：サンセットブリーズ保田、スカッシュマジックアカデミー、等 
目的：アジア選手権、東アジア選手権大会、世界選手権等においてメダルを獲得

する事を目標に、技術力の向上とフィジカルの強化等を目的とする。 
対象：ナショナルチームの選手、強化対象選手、ジュニア選手に一般の選手もプ

ラスした幅広いプレイヤーを対象とした中から卓越した才能を発掘し育成

強化を目指す。 
参加予定人数：各回 6～20 名前後を予定 
内容：フィジカルチェック、コンディションゲーム、フィジカルトレーニング、

基本ショット及び戦術練習、ゲーム練習、等。 
 
 

（3） スカッシュ競技の競技大会に関する事業 

① 協会主催の競技大会  ※日程、会場等は予定 
 

イ) 第 28 回全日本アンダー23 スカッシュ選手権大会 
日程：6 月 3 日・4 日 
会場：さいたまスカッシュスタジアムＳＱ-ＣＵＢＥ 
目的：日本のトッププレイヤーを目指す若いプレイヤーの育成強化を目的とす

る。 
対象：23 歳未満の男女 
参加予定人数：約 100 名 
内容：トーナメント制 

 
ロ) 第 31 回ジャパンジュニアオープンスカッシュ選手権大会 

＜ワールドジュニアサーキット(WSF) ＞ 
＜アジアジュニアスーパーシリーズ(ASF)＞ 
日程：7 月 25 日～28 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：海外のジュニア選手の参加により、日本の選手との交流と技術向上を目 

的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11 の選手 
参加予定人数：約 240 名 
内容：トーナメント制 
 



 
ハ) 第 23 回マスターズカーニバル 

日程：10 月 7 日 8 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：マスターズ年代のスカッシュ愛好家による親睦を図り、スカッシュの試

合を通じた楽しい仲間作りを目的とする。 
   また、5 年後の「２０２１年関西ワールドマスターズゲームズ」を視野

に入れ、現状のマスターズの勢いを衰えさせずに、2021 年に臨める体

制を整える。 
対象：男女オーバー30、40、50、60（初心者～ベテラン） 
参加予定人数：約 150 名 
内容：トーナメント及びリーグ制。ペアマッチ他。 
 
 

ニ) 文部科学大臣杯争奪第 46 回全日本スカッシュ選手権大会（冠は予定） 
＜平成 29 年度スポーツ振興基金助成予定＞ 
日程：11 月 23 日～26 日 
会場：（公財）倉敷スポーツ公園マスカットスタジアム 
目的：全国で開催された公認大会において上位の成績を収めた選手達により、

日本チャンピオンの座を競う国内最高峰の大会。日本全国のトップ選手

の交流と一層の技術向上を目的とする。 
対象：全国の公認大会における上位入賞者で、日本国籍を有する者、及び男女

マスターズ 
参加予定人数：約 200 名 
内容：トーナメント制 
 
 

ホ) 第 2 回ＪＳＡウィンターチャレンジカップ 
日程：平成 29 年 12 月下旬 
会場：サンセットブリーズ保田 
対象：一般のジュニア選手 
目的：ジュニアへのスカッシュ普及と拡大の為、一般のジュニアへの大会参加 
   の機会を提供する 
参加予定人数：115 名 
 

ヘ) JOC ジュニアオリンピックカップ第 22 回全日本ジュニアスカッシュ選手権大

会  
日程：平成 30 年 3 月 26 日～29 日 
会場：ヨコハマスカッシュスタジアム SQ-CUBE 
目的：日本のジュニア選手で年代別ジュニアチャンピオンを競う大会であり、

交流と技術向上を目的とする。 
対象：男女アンダー19、17、15、13、11、9 の選手で、日本国籍を有する者 
参加人数：約 160 名 
内容：トーナメント制 

 
  



② 海外大会日本代表派遣(予定) 
 
   イ）第 19 回アジアスカッシュ個人選手権大会  

日程：4 月 26 日～30 日 
開催地：インド 
種目：個人戦 

 
ロ）東アジアスカッシュ選手権 

日程：7 月 7 日～9 日 
開催地：香港 
種目：男女混合団体戦        
         

ハ）ペナンジュニアオープン 
日程：6 月 30 日～7 月 5 日 
開催地：マレーシア 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11 

 
ニ）世界ジュニアスカッシュ個人選手権大会  

日程：7 月 19 日～23 日 
開催地：ニュージーランド 
種目：男女個人戦    
 

ホ）ワールドゲームズ 
      日程：7 月 20 日～30 日 
      開催地：ポーランド 
      種目：個人戦 
 

へ）香港ジュニアオープン 
日程：8 月 1 日～5 日 
開催地：香港 
種目：男女アンダー19,17,15,13,11 

 
ト）第 24 回アジアジュニア個人選手権 

日程：8 月 15 日～19 日 
開催地：ヨルダン  
種目：男女アンダー19,17,15,13,11  

 
チ）その他 
ＫＬジュニアオープン 
シンガポールオープン 
US ジュニアオープン 
ブリティッシュジュニアオープン 
スコティッシュジュニアオープン 
などは、協会派遣大会とはなりませんが、派遣支援大会となります。 
 

 



③ 国際大会の日本開催に向けての資金及び情報の収集 
目的：国際大会の開催により海外選手と対戦する機会を作り日本選手の技術の

向上を図る。又、間近で海外トップ選手のプレーを観戦する機会を作り、

より多くの人々にスカッシュへの関心を高めてもらい一層の普及を図

る。 
計画： 2018 年東アジアスカッシュ選手権や 2021 年関西ワールドマスターズ

ゲームズ等の国際大会の日本開催、そして 2020 年東京オリンピック

実験的公開競技（名称「スポーツ・ラボ」）実施に向けて日本中をあ

げて準備をする。 
 

（4）その他本会の目的を達成する為に必要な振興事業 

① アジア競技大会に向けてのロビー活動及び選手強化活動 
目的：2018 年のアジア競技大会では、より多くの日本人選手が出場でるよう

に努力し、メダル獲得に向けて選手強化を一層充実させる。 
   又、2026 年愛知・名古屋開催のアジア競技大会時のスカッシュコート 
   設置についてロビー活動を推進する。 
対象：男女ナショナルチーム 
種目：男女シングル戦、団体戦 
内容：選手強化の為の合宿を集中して行う。 
 

② オリンピック競技大会でのスカッシュ実現の為の推進活動 
目的：スカッシュの普及発展の為、オリンピックの実験的公開競技（スポーツ・

ラボ）の実施及び正式競技入りを積極的に推進していく。 
内容：WSF（世界スカッシュ連盟）との連携により、IOC（国際オリンピック

委員会）並びに 2020 年東京オリンピック組織委員会へ実験的公開競技

＜スポーツ・ラボ＞の実現及び 2024 年オリンピック正式競技入りに向

けての要望運動を展開する。 
  

③ ドーピング検査及びドーピング防止啓蒙活動 
＜平成 29 年スポーツ振興くじ助成申請＞ 
内容：（公財）日本ドーピング機構に加盟して、競技会検査及びドーピング防

止の為の啓蒙活動を積極的に行う。大会会場にて展示説明コーナーを設

置。競技会検査は 29 年 11 月の全日本スカッシュ選手権大会にて実施。 
啓蒙活動（アウトリーチ）も全日本選手権の会場にて実施予定 

 
④ 会員募集事業と公認事業制度の運用 

内容：＊個人会員登録及び協会公認・承認大会への参加は（株）アプロード運

用の「スポーツエントリー」を利用して利便性を図る。但し、平成 23
年度より大会参加に関しての「スポーツエントリー」の利用は、主催

者の判断に委ねている。 
   ＊世界スカッシュ連盟（WSF）の規格に基づいて、コート及びボールの

公認を行いスカッシュ競技の安全性や統一を図る。 
＊公認大会の運用（要項、ドロー、結果の確認及び公認）やランキング

等の発表を行い、公認大会の全国統一とレベルアップを図る。 
 平成 26 年度より、ジュニアランキングも施行している。 



 
⑤ 世界スカッシュ連盟、アジアスカッシュ連盟、東アジアスカッシュ連盟、各国

協会、国際プレーヤーズ協会等海外との連絡調整 
目的：海外の情報収集及び国内情報の発信及び海外との協力体制で積極的な活

動を行う。 
 

⑥ 全日本学生連盟との連携、強化 
目的：引き続き学生連盟の所属選手も個人登録とし、協会機関誌を個別に発送

する事により情報を一層密に伝達する。又、大会等における協力体制を

強化する。 
 

⑦ 「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」建設に向

けた資金及び情報の収集 
目的：スカッシュ人口増大の為には、協会保有のスカッシュコートを建設して

の普及活動が不可欠。又、集中的な選手強化の為にもスカッシュコート

を含むトレーニングセンターの建設が必要。国や自治体の協力を得て

「(公社)日本スカッシュ協会ナショナルトレーニングセンター(仮称)」の
建設を目指し、資金と情報の収集に努力する。 

計画：1、今後建設予定の各種施設へのスカッシュコート設置を積極的に働き

かけする。 
2、独自の資金調達により協会所有のスカッシュコート建設を目指す。 

    ⑧体育協会加盟に向けての活動 
      目的：一層のスカッシュ普及の為、全国各支部体制を強化して各都道府県及

び市の体育協会への加盟実現に向けて準備を進める。 
 

⑨公益法人としての活動の強化 
目的：公益社団法人としての適正な活動を行い、スカッシュの一層の全国的普

及振興に努力する。 
    































役職名 再新任 　　　　氏　　　名 職業･委員会･等 任　　期 常勤･非常勤

　理　事 (会長） 再任 笠原　一也
元国立スポーツ科学センター長
NPO法人　日本オリンピック・アカデミー/会長

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 再任 潮木　仁

選手強化委員長
㈱スポーツステーション・ジン/
代表取締役社長

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 再任 大根田　芳浩
競技委員長
大根田電機(株）/代表取締役社長

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 新任 小幡　博
地区対策委員長/北海道支部長
セントラルウェルネスクラブ札幌勤務/インストラクター

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

理事（常務理事） 新任 神谷　典子
総務委員長/国際対策委員長
（公社）日本スカッシュ協会/事務局長

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 常勤

　　理　　事 再任 渡邊　祥広
Ｔ＆Ｗカンパニー㈱/代表取締役 平成28年6月定時総会日～

平成30年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 川原　貴
元国立スポーツ科学センター長 平成28年6月定時総会日～

平成30年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 玉利　齊
（公財）日本健康スポーツ連盟/理事長 平成28年6月定時総会日～

平成30年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事 再任 三枝　佳紀
セントラルスポーツ（株）/レジャー事業部長 平成28年6月定時総会日～

平成30年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事
再任 師岡　文男

スポーツアコード元理事/国際ワールドゲームズ協会
理事/上智大学教授

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

　　理　　事
再任 小見山　幸冶 元参議院議員

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

　
　　監　　事 再任 友清　敏和

元持田シーメンスメディカルシステム㈱/
　　　　　　　　　　　　　取締役

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

　
　　監　　事 再任 山岸　和彦 あさひ法律事務所/弁護士

平成28年6月定時総会日～
平成30年定時総会終結日 非常勤

平成29年度公益社団法人日本スカッシュ協会役員    

現在、役員に報酬･退職金等は支給しておらず、今後も支給する予定はない。



　　　役　　職 再新任 　氏　　　名

名誉総裁 　　高円宮妃殿下

　　　名誉会長 再任 　　猪谷　千春

　   顧　　問 再任 　　藤ケ崎　訥美

　　　顧　　問 再任 　　臼井　日出男 元衆議院議員/元防衛庁長官・元法務大臣

　　　顧　　問 再任 　　岩崎　晃

　　　顧　　問 再任 　　齋藤　敏一

　　　顧　　問 再任 　　赤木　恭平 （公財）全日本ボウリング協会　名誉会長

　　　顧　　問 再任 　　鈴木　恒夫 元衆議院議員/元文部科学大臣

　　　顧　　問 再任 　　今村　正史

　　　顧　　問 再任 　　グレゴリー・クラーク 多摩大学名誉学長

元(株）三声/代表取締役社長

元コーンズドッドウェル（株）監査役

元国際オリンピック委員会副会長/
　ＮＰＯ法人日本オリンピックアカデミー

平成29年度公益社団法人日本スカッシュ協会　名誉総裁・名誉会長・顧問　

職業・地区等

元（株）日本テレビワーク24専務取締役

（株）ルネサンス　取締役会長



　　　役　　職 再新任 　氏　　　名

　　　運営委員 再任 　　足立　美由紀

　　　運営委員 再任 　　吉田　尚弘 九州支部

　　　運営委員 再任 　　柴田　亮介

　　　運営委員 再任 　　芦谷  誠治

　　　運営委員 再任 　　西尾　竹英 中部支部

　　　運営委員 　　再任 　　土田　博史

　　　運営委員 再任 　　丹埜　倫 会長推薦

　　　運営委員 　　新任 全日本学生連盟委員長 全日本学生連盟委員長

　　　運営委員 再任 　　宮城島　眞知子 会長推薦

運営委員 再任 　　日向　孝知 会長推薦

運営委員 再任 　　梶田　幸子 会長推薦

平成29年度公益社団法人日本スカッシュ協会　運営委員　

職業・地区等

千葉県支部

関西支部長

東北支部

中国四国支部
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　　　　　　29年度（33名）

氏名 　氏名

 小幡　博 町田　信行

鈴木　康之 岡田　真弥

柴田　亮介 吉田　隆二

熊田　康宏 西尾　竹英

大根田　芳浩 松岡　克夫

笠原　一也 石川　由華子

潮木　仁 足立　美由紀

濱野　昭彦 丹羽　拓史

日向　孝知 高木　あきみ

古川　泰久 松下　泰和

神谷　典子 杉本　和子

石川　星朗 二瓶　雅美

梶田　幸子 武本　清孝

土田　博史 芦谷　誠治

丹埜　倫 吉田　尚弘

宮城島　眞知子 喜渡　正

高橋　徹

　　　　　　　　　　平成29年度正会員名簿



平成 29 年度委員会・大会担当者    

＜委員会＞ 

1）規則公認委員会  委員長／日向  
 ＜公認＞ 委員長／日向 ＜コンプライアンス＞ 担当/潮木 大根田 小幡 神谷 
2）選手強化委員会 委員長／潮木 副委員長／佐野 委員/山崎（シニア委員長）、佐野 
（ジュニア委員長）、小川、松本、神谷（情報戦略担当） 

 ＜ナショナル強化プロジェクト＞ ナショナルコーチ/佐野、アシスタントコーチ/山崎、 

小川、松本 強化スタッフ/土田、西村、横田、菊池、神子 サポートスタッフ/吉留、

郡司、芦谷、菊池 
  ＜アスリート委員会＞海道泰喜   
  ＜コーチ＞  委員長／佐野 副委員長／土田 委員／足立、潮木、山崎   
  ＜学連＞   委員長／石川  副委員長/櫻井 
  ＜アンチドーピング委員会＞ 委員長／酒井  委員／川原、浅野(雅) 、神谷 

3）競技委員会  委員長／大根田 副委員長/河原   
 ＜大会管理＞ 委員長／潮木 委員／河原、 
  ＜レフリー＞ 委員長／大根田 委員／潮木、日向、土田、足立、佐野、山崎、 

小幡、柴田、千葉、小川、渡邊、小島、吉田  
 ＜マスターズ＞ 委員長／齋藤 委員／大根田、マスターズクラブ 
4）総務委員会  委員長／神谷 委員／事務局   
 ＜地区対策＞ 委員長／小幡 委員／大根田、全国地区支部委員 
 ＜広報＞ 委員長／日向 委員／宮城島、梶田、神谷       
 ＜財務＞ 委員長／友清 委員／梶田、吉羽、神谷 
 ＜国際対策＞ 委員長／神谷  
5）普及渉外委員会 委員長／宮城島 副委員長委員／神谷、梶田  

委員／潮木、日向、大根田、小幡、 
 ＜環境対策＞ＪＳＡエコプロジェクト 委員長／宮城島 委員/日向、事務局 
 ＜エアースカッシュ＞委員長/宮城島 委員/大根田、日向、青木、青柳、山崎、全国 
                     地区支部、事務局 

＜大会・イベント＞ 

Ａ）全日本アンダー23 実行委員長／潮木 副実行委員長／ 櫻井（学連）  
Ｂ）全日本ジュニア 実行委員長／小川 副実行委員長／土田、 櫻井(学連) 島田 

委員／足立、宮城島、佐野、渡邊、ジュニア委員 
Ｃ）マスターズカーニバル 実行委員長／齋藤   委員/実行委員会 
Ｄ）全日本選手権  実行委員長／芦谷 副委員/大根田 委員/潮木、小幡、日向、宮城

                     島、梶田、吉羽、神谷、河原 
Ｅ）ジャパンジュニアオープン 実行委員長／佐野 副実行委員長／小川、 櫻井（学連） 

   島田、委員／土田、宮城島、神谷、ジュニア委員 
Ｆ）ウインターチャレンジ 実行委員長/佐野 
Ｇ）スカッシュデー・スカッシュウィーク実行委員長／宮城島 委員／全国地区支部員 
Ｈ）エアースカッシュ 実行委員長/宮城島 委員/委員会委員、全国地区支部員、 

＜事務局＞  事務局長／神谷  事務局員／梶田、吉羽、檜阪、福島 



  TEL:03-5256-0024      http://www.squash-japan.ｏｒｇ

＜平成29年度＞   FAX:03-5256-0025      E-mail:squash@japan.email.ne.jp

名誉総裁：高円宮妃殿下 代表理事： 笠原　一也☆ 顧問（アドバイザー）

名誉会長：猪谷千春 　　　　       臼井日出男 赤木恭平

会　　　長　：　笠原　一也 常務理事：       岩崎　晃 鈴木恒夫

      斎藤敏一

東アジアスカッシュ連盟(EASF) 　　　今村　正史 グレゴリー・クラーク

事務局長：神谷典子 運営委員：

     足立美由紀☆

     吉田尚弘☆

      宮城島真知子☆
監事：　　　友清敏和 　　　日向孝知　☆

　　　梶田幸子　☆
☆正会員　　＊普及会員 　全日本学生連盟委員長☆

　　 兵庫県 代表: 丹羽拓史☆

秋田県 代表: 加賀美久子＊ 和歌山県 代表: 松下泰和☆
山形県 代表: 鈴木康之☆ 滋賀県 代表: 杉本和子☆
岩手県 代表: 佐藤龍史＊ 奈良県 代表: 二瓶雅美☆
宮城県 代表: 柴田亮介

新潟県 代表: 大根田芳浩 岡山県 代表: 長行美保＊
山口県 代表: 尾潟俊雄＊

千葉県 代表: 土田博史☆ 愛媛県 代表: 山本大介＊
神奈川県　代表: 高橋　徹☆ 鳥取県 代表: 渡部訓久＊
埼玉県 代表: 町田信行☆ 徳島県 代表: 井澤義治＊
栃木県 代表: 岡田真弥☆ 高知県 代表: 千頭誉和＊
群馬県 代表: 冨岡大地＊
茨城県 代表: 川崎孝俊☆

大分県 代表: 喜渡　正☆

岐阜県 代表: 西尾竹英 佐賀県 代表: 松原理恵＊
静岡県 代表: 松岡克夫☆ 熊本県 代表: 宇藤千鶴＊
長野県 代表: 酒井光一＊ 鹿児島県 代表: 道下和子＊
三重県 代表: 三輪　明＊ 宮崎県 代表: 小西康志＊
富山県 代表: 池田祐昇＊ 沖縄県 代表: 吉田尚弘
石川県 代表: 藤村　馨＊

　　　　　　　　　　　小見山　幸治　　　　      

     芦谷誠冶☆

藤ヶ崎訥美

師岡　文雄
委員長:大根田芳浩

　　　　　　　山岸和彦

小幡　博☆

     土田博史☆
     西尾竹英☆

     柴田亮介☆

代表:大阪府 石川由華子☆

      丹埜　倫☆              渡邊　祥広　

委員長:日向孝知
　　　　      玉利　齊

三枝　佳紀
委員長:潮木　仁

代表:

潮木　仁☆

理事：　　　川原　貴

大根田芳浩☆

神谷典子☆

理事会

事務局

運営委員会

柴田亮介

古川泰久☆

京都府

足立美由紀北海道 小幡　博 関西支部

高木あきみ☆

香川県

代表:

代表:広島県 武本清孝☆

薮内誠子＊代表:

石田好光＊

芦谷誠治

代表:東北支部 青森県

福島県 熊田　康宏☆代表:

山梨県

代表:

中部支部 代表:

関東支部 代表: 濱野昭彦☆

西尾竹英

東京都

代表:

平野直子＊代表:

中国四国支部

代表:

九州支部

代表:

吉田尚弘☆代表:

岡　優鷹＊

代表:

規則公認委員会

世界スカッシュ連盟(WSF)

(公社)日本スカッシュ協会(JSA)

小幡　博代表:北海道支部

アジアスカッシュ連盟(ASF)

選手強化委員会

代表:

石川星朗

総会

愛知県

福岡県

公益社団法人日本スカッシュ協会組織図

委員長:宮城島眞知子

競技委員会
総務委員会

普及渉外委員会
委員長:神谷典子

北海道・東北・関東・関西・中国四国・九州

河野時子＊

長崎県

福井県 安間保行＊ 全日本学生連盟

代表:

代表:

代表:

安藤清明＊

http://www.squash-japan.com/#


「国と特に密接な関係がある」公益法人への該当性について（公表） 

平成 29年 6月 30日 

公益社団法人日本スカッシュ協会 

当法人は、国家公務員法等の規定に関し、国家公務員であった者が法人の役員として再就職する場合

に、事前に政府に届出をおこなうことが必要な「国と特に密接な関係がある法人」に該当しませんの

で、その旨公表いたします。 

[本件連絡先] 

電 話  

03-5256-0024 

FAX  

03-5256-0025 

電子メール  

       squash@japan.email.ne.jp 

 

（参考）国家公務員法等の規定 

• ・国家公務員法（昭和 22年法律第 120号）第 106条の 24第 1項第 4号  

• ・独立行政法人通則法（平成 11年法律第 103号）第 54条の 2第 1項において準用する国

家公務員法第 106条の 24第 1項第 4号  

• ・職員の退職管理に関する政令（平成 20年政令第 389号）第 32条  

• ・特定独立行政法人の役員の退職管理に関する政令（平成 20年政令第 390号）第 18条  

• ・職員の退職管理に関する内閣官房令（平成 20年内閣府令第 83号）第 9条  

• ・特定独立行政法人の役員の退職管理に関する内閣官房令(平成 20年内閣府令第 84号)第 8

条  
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